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大 野 岳 
教育目標 「ふるさとを愛し 志をもつ児童生徒の育成」 

～ふるさとに学ぶ ふるさとを学ぶ ふるさとの人と共に歩む～ 

令和４年 10 月６日発行 文責 校長 大島 和子 

◎ 様々な“秋”を見つけています。  

朝、学校下の交差点にいると、「先生、見て見て。」と児童が走

り寄って来ました。近づいてみると、手の中に大きな栗がありま

した。また、別の日には、ビニール袋にたくさんのどんぐりや松

ぼっくりを詰めて持って来ている児童がいました。“秋”を感じる

出来事でした。“秋”と言えば、食欲の秋、スポーツの秋などいろいろな“秋”が思

い出されますが、ぜひ、「読書の秋」を楽しんでほしいと思います。図書館の貸し出

し数で４月から既に１００冊を超えている児童がいます。一冊の本との出会いが、人

を成長させ、人生を変えるきっかけにもなると思います。ぜひ多くの本に触れてほし

いと思います。 

そして、もう一つ「芸術の秋」もあります。文化発表会がいよいよ７日（金）に迫

ってきました。１～９年生が日頃の学習の成果を発表しようと準備を進めています。

ぜひ、子供たちの学習の成果をご覧ください。YouTubeでも限定配信を行います。 

 

◎ タスキをつなぐ！～地区駅伝大会開催～ 

９月 30日（金）に地区中体連駅伝大会がいまり夢みさ

き公園で行われました。本校は、陸上部がないため、希

望者を募り、下表の生徒が選手やサポートメンバーとし

て活動しました。 

選手やサポートメンバー

は、放課後や週休日の練習に

意欲的に参加し、当日は持て

る力を十二分に発揮してくれ

ました。特に、男子駅伝は、

陸上部がない学校の中では、

最上位の全体５位でゴールす

ることができました。女子駅伝も８位と大健闘でした。選手の皆さんの、一本のタス

キを全員でつなぎ、最後まであきらめない姿にとても感動しました。また、他校の選

手にまで「がんばれ！」と応援する姿に駅伝のよさも感じました。新たな記録を残し

てくれた選手とサポートメンバーの皆さん、お疲れさまでした。 

学年 名前 学年 名前 

９ Ｍ・Ｋさん ９ Ｉ・Ｉ さん 

９ Ｅ・Ｙさん ９ Ｍ・Ａさん 

８ Ｙ・Ｒさん ９ Ｍ・Ｍさん 

８ Ｍ・Ｙさん ９ Ｍ・Ｋ さん 

８   Ｋ・Ａさん ７ Ｉ・Ｓさん 

８ Ｉ・Ｓさん ７ Ｈ・Ｙさん  

７ Ｍ・Ｓさん ７ Ｍ・Ａさん 

  ７ Ｙ・Ｓさん 



＜きれいに整えられた植栽＞ 

◎ 制服のワッペンが決定しました。 

  前号で来年度からの制服をお知らせしましたが、その制

服の胸ポケットにつけるワッペンが決定しました。５～８

年生のワッペン検討委員会が、５～９年生が出したアイデ

アを合わせて、右のような図案を考案しました。その後、

制服会社から提案された２点を加えた３点で児童生徒によ

る投票を行った結果、検討委員会が考案したワッペンに決

定しました。この図案は、「南波多の特産物である梨の花と

郷学館の校章をモチーフに、南波多を流れる徳須恵川を入

れ、南波多の豊かな自然を緑で表現したもの」だそうで

す。本校らしい、素晴らしいワッペンが出来上がったと思いま

す。この図案は、制服のワッペンの他にもファーストバッグなどに使用する予定です。 

 

◎ 避難方法・避難場所を確認しました。 

 ９月 29日に地震避難訓練を実施しました。本校は、土

砂災害警戒区域に指定されているため、土砂災害の発生

の恐れがある際は、運動場に避難することができませ

ん。よって今年度は、学校下の保護者送迎用駐車場に避

難場所を変更し、全校で訓練を行いました。少し距離は

ありましたが、スムーズに避難することができました。 

 災害は、いつ、どこで起こるか分かりません。様々なケースに備えていきたいと思

います。 

 

◎ 植栽を整えていただきました。 

 当時の南波多小学校の「校章」と「みなみ」の植

栽を江口 高士さんに整えていただきました。９月

とは思えないような炎天下の中、２日間かけて作業

をしていただきました。カズラなどの雑草が生い茂

っていましたが、左写真のようにスッキリとなりま

した。ありがとうございました。  
 

◎ お知らせ～相撲場について～ 

南波多小学校の開校に合わせて建てられた相撲場が、先日の台風 14号の影響で柱

が折れ、屋根が斜めに落ちてしまいました。この相撲場は、有志の方々やまちづくり

協議会のご厚意で建てられたものだそうですので、非常に残念でなりません。今後の

対応については、市の教育委員会と協議中です。決まり次第お知らせいたします。 

  

＜決定したワッペン＞ 

＜避難後に講評を聞いている様子＞ 


